特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会　週刊ニュース13年10月24日　483号
会誌35号製本作業にご協力を　173ページで刷り上がりました。
原稿の集まり状況があまり思わしくなく、どうなる事かと気をもみましたが、そこそこに寄稿がありました。この会誌は年間活動を皆さんにとどけするとして発行しています。イベントを計画してもあいにく都合がつかずに参加できない方にもできるだけ詳しくつたえられるように報告書として作成しています。仲間の中にも丁寧な観察記録をされている等の原稿も寄せられてきましたので、調査観察報告ブロックの新設があり、イベント参加者の感想文も多くなってきたので、感想文ブロックを増加するなど改善が進んできました。中でも仲間の広場は、会員さんが自由に交流できる場として貴重なブロックになっています。大いにご意見を発表していただこうと期待できるところです。生き生きと語りあいを深める場として全会員さんが1年に一回は登場していただきたいものです。25日に製本作業を行います。場所は京田辺市中央公民館の大ホールです。みんながワイワイと気楽に歩きながら製本が出来上がっていきます。一度お手伝いに来てください。10時から始めます。少しの時間でも結構ですので、お待ちしています。
城陽市緑化フエスタ　　20日（日）　雨中の中実施　今年で数回目の開催といわれていますが、里山の会が出席・参加することは初めてです。城陽から宇治への中間地点にあるスポーツ施設の前のアイリスインで行われました。前夜からの雨がやむことなく降り続く雨中での開催でした。城陽市の市街地から東の山間地域をかなりきつい坂道を登坂しての中間地点です。会場の池の周りをテントが囲み、諸団体が得意の模擬店を準備して来客を待っておられました。私たち里山の会は初参加で、綿菓子販売と松かさツリー工作を準備しました。又、展示パネルには水質調査や里山の植物写真の展示を行いました。又、新作では市で活躍する城陽支部が活躍する説明ポスターを作成しました。来客者はほとんどなくかなり静かな取り組みでした。
梅工房さんと交流　里山の会の綿菓子用のテントの前の模擬店さんは、青谷で梅の実の加工をして販売をされている「城陽生き物隊」を主催してこられた田中さんのお店でした。生き物隊がフイールドに切り開いてこられた竹藪のナラが枯れ出してきているので、大丈夫でしょうかと相談に来られました。伐採の必要性や伐採の手伝いに来てほしいとの依頼でした。お話のついでにこれから、大いに交流して連携を深めてゆきましょうと意気投合しました。里山の会では冬の時期の活動として炭焼き体験、七草摘みと粥、みそ造り体験や展示発表会等の取り組みをお伝えしました。
司法修習生の現地研修会　16日（水）
京都の弁護士会の公害環境委員会から今年の司法修習生による現地研修会を引き受けてほしいと要望が寄せられました。事務局会議でスケジュールを検討した結果引き受けることになりました。定例事務局会議の時間帯に当たるので、少し時間差を生かして取り組みました。最初に里山農園や普賢寺地域の農家の実情、続いて一休寺の景観に絡んだトラスト運動について副住職さんから説明を聞きました。正面の山や木津川を超えた山が借景として位置づけられ素晴らしい庭園美を形成しているがこのまま開発がされてしまうと貴重な文化遺産の消滅になると淡々とお話がありました。一服のお茶をいただきました。その後木津川堤防を通過して、城陽市寺田の工業団地化とされようとしている寺田イモで有名な「あらす」で地元農業者から現状説明がありました。最後の訪問地は久御山排水機場の見学でした。近年ゲリラ豪雨の頻発があって、気象の異常さに強く関心が働いています。毎秒９０ｔの排水を行う巨大な排水機の建物や、古川の周囲での見学に、想像を超える巨大な建物に驚いたと感想がありました。
つるかご作り　　10月30日　13時　集合・里山農園　　
京田辺市民文化祭で毎年好評でつるかごが人気になっています。これは里山の会が皆さんに呼びかけて蔓の採取から始めるとして取り組んでいます。採取には今年集まっていただける方が3名でしたので収穫量が不十分ですので、11月30日（水）の13時現地里山農園集合で実施します。籠作りを希望される皆さんのご参加をお待ちしています。蔓籠はそれほど難しい作業ではなく、だれもが簡単に編み上げられます。1時間も作業をやってみれば楽しく造りあげられます。ぜひお越しください。お待ちしています。
サツマイモほり　26日（台風による雨天のため）を延期10月31日（金）午前9時30分　　里山農園
6月に植え付けたサツマイモが収穫に時期を迎えました。今年の夏は異常な高温が続き、生育が心配されています。イモ専門農家の皆さんは、今年は不作だと強く話されています。自然相手の農業は、思うようには生育が進まず、好不調が激しく見られます。自然相手の農業はいくら品種改良が進んでも天候までは変えられません。台風の接近で日曜日に実施と計画してきましたが、やむを得ず日程変更をさせていただきます。　日程を繰り合わせご参加ください、お待ちください。
秋のハイキング　　集合：11月9日午前9：00：ＪＲ宇治駅前　　平等院　源氏ミュージュアム　宇治上神社　三室戸寺等を訪ねます。
今年は10月末まで台風が発生し本土に接近するし、夏日も10月中ごろまで続き一部では紅葉せずに落葉が始まるといった季節です。この秋の近畿の紅葉はどうでしょうか。この秋のハイキングは身近な宇治を訪ねます。小学生時代には塔の島を団体で訪ねましたが、少し足を延ばしてみようと計画しています。気軽にお越しください。
三山木地区の茶畑の管理委嘱について京都府や京田辺市農業委員会から意向打診に返事　　
行政から里山の会に紹介があって、検討した結果、事務局体制ではかなり無理が重なるのではないかとの意見がありました。会員の中で作業を希望する方にお願してはとなりました。とりあえず里山の会が引き受ける契約を結ぶことになりました。　
炭焼き釜の雨天対策　柱立てと屋根骨格組み立て　11月2・3・4日に実行　　
年間最大の取り組みである京田辺市民文化祭と日程が重なりますが、吉村氏の日程を優先してこの日の実施とします。特に4日には多く皆さんのご参加を特にお願いします。
金田徹さん　木津川の蝶・里山の蝶を採集　見事な標本箱に仕上げる　昆虫観察や個中学習会　　心臓の手術から元気に回復された金田さんが、里山付近と木津川の蝶の標本を持ちこんでいただきました。文化祭で披露することになりました。ご期待ください
「命を守る森の防波堤」の植物生態学者　宮脇明氏　講演会　　
東日本大震災復興に大きな障害になっている瓦礫を積み上げてそこに植樹をする防波堤の作成を提唱されている宮脇さんの講演会が29日14時からキララホールで開催されます。乞うご参加

